
新たな学び舎  新たな出会い
小中学校入学式
　静かな雨が降りしきる中、市内小中学校入学
式が４月７日㈮に行われ、小学生 498 人、中
学生 488 人が新生活のスタートを切りました。
　富陽小学校では、古村充校長が「『あいさつ』

『ありがとう』『あんぜん』の３つの『あ』を大
切にし、学校生活を送ってください」と新入生
130 人へ話し、新入生らは元気にあいさつを
返していました。
　布水中学校では、松田英樹校長が新入生
255 人に向け、「学ぶことの大切さや喜びを感
じながら、探究心を持って授業に臨んでくだ
さい。多くの方々が皆さんを支えてくれます」
と話しました。それに応えて、新入生代表の
木村柚南さんが「どんなことにも好奇心を持っ
て全力で取り組みます」と決意を語りました。
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まちの話題

皆さんの周りの楽しい話題やイベントなどの
情報を教えてください。
市民協働課（☎227−6056）

完成したマップはSDGs関連イベントなどで配布しています。

マップはこちら

先生が名前を読み上げ（富陽小）

真剣に話を聞きます（富陽小）

新入生誓いのことば（布水中）

新入生退場（布水中）

在校生歓迎のことば（布水中）

大きな声で「はい！」（富陽小）

式典の後はみんなでパチリ！（布水中）

楽しみながらみんなでつくる SDGs
ののいち SDGsアクションマップのお披露目
　市内大学生と市若手職員、SDGs に関するベンチャー
企業の株式会社 LODU が協働し制作した「ののいち
SDGs アクションマップ」のお披露目イベントが３
月 23 日㈭に開催されました。このマップは、若者ら
がフィールドワークなどを通じ考えた“住み続けたい
ののいち”の実現に向けたアクションを地図上に描いた
ものです。サイコロを使ったゲーム要素を取り入れてい
て、気軽に SDGs に取り組めます。粟市長は「一歩踏
み出す取り組みを楽しく考えてほしい」と話しました。

火気の取り扱いには気をつけましょう
春季火災予防運動　火災防ぎょ訓練
　３月 26 日㈰、学びの杜ののいち  カレードで火災防
ぎょ訓練が行われました。この訓練は、火災が発生し
やすい時季を迎えるにあたり、防火意識を高めること
などを目的に毎年開催しています。カレードから出火、
燃焼拡大の恐れがあるという想定で、施設職員が通報、
消防署と消防団員約 100 人が連携し消火活動にあたり
ました。訓練終了後には、新入団員の紹介もありました。
市では消防団員を募集しています。興味のある人は総
務課（☎ 227-6051）まで問い合わせください。 雨が降りしきる中、迅速に放水が行われました。
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文化会館フォルテが所蔵するお宝ピアノ
ベーゼンドルファーインペリアルをひもとく
　文化会館フォルテが所蔵する「ベーゼンドルファー
model290」。“インペリアル（皇帝）”と呼ばれるこの
ピアノをもっと知ってもらおうと、３月27日㈪に本イ
ベントが開催され、作曲家・ピアニスト・音楽プロデュー
サーの松本俊明氏が魅力を紹介しました。松本氏は「１
台作るのに６年かかる手作りのピアノ。低音部は９鍵多
く、響かせるための鍵盤のため誤打を防ぐために黒く塗
られています」と話し、低音部を使った即興演奏を披露。
会場は、深みのある皇帝の音色に聞き入っていました。

地域のつながり  人と人とのつながり
コミュニティ・スクールボランティア感謝のつどい
　市は令和４年度からコミュニティ・スクールを導入
し、多くの地域住民や各種団体、関係機関の皆さんに
ゲストティーチャーやボランティアとして協力いただ
いています。３月25日㈯には富奥防災コミュニティセ
ンターで感謝のつどいを開催。フォルテ児童合唱団の
合唱披露やボランティアとして協力する女性協議会の
活動紹介、㈱チャンピオンカレー社長の南恵太氏によ
る記念講演を実施しました。76人の参加者の皆さんは、
地域のつながりの大切さを再確認しているようでした。子どもたちから感謝のビデオメッセージ。思わず笑みがこぼれます。

終演後には、黒い鍵盤やピアノ内部を舞台上で公開しました。

南 恵太 氏

松本 俊明 氏

シン・野々市人を応援します！
大学出張窓口
　３月29日㈬、30日㈭に金沢工業大学で、４月５日
㈬に石川県立大学で、新入生向けの大学出張窓口が開
かれました。慣れない土地での転入手続き負担の軽減
と住民登録の促進のために毎年実施しており、今年で
14回目の開設となります。３日間で合計148人の転入
届を受け付け。マイナンバーカードの申請受け付けも
併せて行われました。出張窓口を利用した学生からは、
「市役所へ行く手間が省けて良かった」「車を運転でき
ないので助かった」などの声が聞かれました。教科書などの購入後に、学校で転入手続きをする新入生たち。

体育からスポーツへ
市スポーツ協会看板除幕式
　昭和33年に設立以来、市民の健康づくりや体力向上
などスポーツ振興のための原動力となって活躍してき
た「市体育協会」が４月１日㈯、「市スポーツ協会」に
名称を変更し、併せて「市スポーツ少年団」と統合し
ました。スポーツ協会発足のこの日、市民体育館にて
看板除幕式を開催。部活動の地域移行など、スポーツ
を取り巻く環境が変わっていく中で、若年層から高齢
者まで障害の有無にかかわらず、誰もが充実したスポー
ツ活動ができるよう取り組んでいきます。 新しい看板は市民体育館の窓口に掲げてあります。




